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演
者
は
幸
運
に
も
新
宮
凉
庭
訳
述
の
「
内
科
則
」
二
種
と
、

「
続
内
科
則
」
と
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
、
小
研
究
を
行
っ
た
の

で
弦
に
報
告
す
る
。

か
ね
て
よ
り
演
者
は
ゲ
ラ
ル
ド
・
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン

著
の
頁
○
円
厨
房
印
呂
ご
昌
眉
ｇ
⑦
２
＄
⑫
乏
房
号
禺
凶
禺
房
邑
．

島
①
く
用
一
国
冒
厨
冒
号
扁
三
①
①
鴨
尉
く
○
日
百
日
ｇ
」
（
軍
中
備

要
方
と
略
称
）
第
二
版
一
七
六
○
年
蘭
訳
本
も
架
蔵
し
て
い
る
。

凉
庭
訳
述
の
「
内
科
則
」
は
こ
の
軍
中
備
要
方
の
訳
本
で
あ
る

が
、
原
本
の
脚
註
部
分
の
翻
訳
は
省
い
て
い
る
。
二
○
○
四
年
、

津
山
洋
学
資
料
館
の
洋
学
研
究
誌
「
一
滴
」
第
十
二
号
に
、
〃
宇

田
川
玄
眞
訳
述
の
『
遠
西
軍
中
備
要
方
」
に
つ
い
て
Ｉ
原
本

並
び
に
他
訳
と
の
比
較
Ｉ
鋤
と
題
し
て
些
少
の
研
究
成
果
を

発
表
し
た
。

右
の
拙
文
の
中
で
、
軍
中
備
要
方
の
主
文
の
目
次
比
較
を
、

47

新
宮
凉
庭
訳
述
の
「
続
内
科
則
」
に
つ
い
て

中
西
淳
朗

神
奈
川
県
保
険
医
協
会

拙
訳
、
新
宮
訳
、
宇
田
川
訳
を
並
べ
て
一
表
と
し
て
示
し
た
が
、

こ
の
作
業
の
中
で
新
宮
訳
、
つ
ま
り
「
内
科
則
」
に
は
、
間
歌

的
な
春
の
発
熱
、
三
日
目
に
出
る
熱
の
両
章
が
欠
け
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
。
（
資
料
当
日
配
布
）

新
宮
凉
庭
の
研
究
家
・
山
本
四
郎
は
、
凉
庭
著
の
『
泰
西
疫

論
」
の
吉
雄
永
民
（
忠
次
郎
）
撰
の
序
文
を
か
か
げ
て
、
大
医

プ
レ
ン
キ
の
弟
子
の
長
崎
蘭
医
バ
テ
ィ
に
教
示
を
う
け
た
凉
庭

は
、
自
分
が
治
癒
せ
し
め
え
な
か
っ
た
文
化
十
四
年
の
長
崎
疫

病
が
、
当
時
の
欧
州
で
研
究
さ
れ
て
い
た
神
経
熱
で
あ
る
こ
と

を
知
り
、
バ
テ
ィ
か
ら
借
用
し
た
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
及
び
コ
ン

ス
プ
リ
ュ
ブ
ら
の
著
書
か
ら
疫
病
論
を
収
録
し
て
、
『
泰
西
疫
論
」

（
前
編
・
神
経
疫
部
、
後
編
・
腐
敗
疫
部
）
が
成
っ
た
と
解
説
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
弟
子
の
交
部
香
も
同
書
の
附
言
で
述
べ

て
お
り
、
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
の
軍
中
備
要
方
か
ら
神
経
疫
部
に
相

当
す
る
と
思
わ
れ
る
間
駄
的
な
春
の
発
熱
と
三
日
目
に
出
る
熱

の
両
章
を
削
除
し
て
、
凉
庭
は
「
内
科
則
」
と
題
し
た
と
な
る
。

こ
こ
に
記
し
た
「
内
科
則
」
は
文
政
九
年
二
八
二
八
）
の

山
崎
氏
書
写
本
（
Ａ
）
で
、
中
山
沃
氏
所
蔵
本
と
同
一
内
容

（
多
少
順
序
が
異
る
）
で
あ
る
。
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別
の
無
署
名
写
本
（
Ｂ
）
も
演
者
は
架
蔵
し
て
い
る
の
で
、

問
題
の
部
分
を
比
較
す
る
と
、
Ｂ
で
は
間
駄
的
発
熱
、
春
熱
、

秋
熱
、
三
日
熱
、
黄
疸
、
水
腫
、
嘔
吐
、
コ
レ
ラ
、
下
痢
、
赤

痢
の
十
章
を
欠
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
Ａ
の
中
巻
、
中
山
本
の

巻
之
二
に
ほ
ぼ
相
当
し
、
書
写
し
た
人
物
が
こ
の
十
章
は
、
一
泰

西
疫
論
（
腸
チ
フ
ス
と
敗
血
症
）
」
の
中
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

と
誤
解
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

新
宮
凉
庭
が
順
正
書
院
で
行
っ
た
内
科
講
義
は
、
「
内
科
則
」

「
泰
西
疫
論
」
と
な
っ
た
訳
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
十
分
と

は
申
せ
な
い
。
そ
こ
で
「
続
内
科
則
」
（
架
蔵
の
無
署
名
写
本
）

で
は
何
が
溝
ぜ
ら
れ
て
い
る
か
、
目
次
を
作
製
し
て
み
る
と
次

の
如
く
で
あ
っ
た
。

巻
之
一
（
卒
中
部
、
利
疾
部
、
腹
痛
部
、
胄
鰍
痛
部
、
胆
汁

腹
痛
部
、
停
食
腹
痛
部
、
風
気
腹
痛
部
、
寒
冷
腹
痛
部
、
ポ
ィ

ト
ウ
の
腹
痛
部
）
、
巻
之
二
（
月
経
、
痒
痛
、
息
迫
、
驚
骸
、
傷

風
）
、
巻
之
三
（
疑
症
肺
鰍
症
腫
部
、
脈
症
熱
部
、
疏
牒
部
）
、

巻
之
四
（
痘
疹
部
、
小
児
胎
糞
部
、
驚
風
部
）
、
巻
之
五
（
昏
量

部
、
中
毒
部
、
瘤
痛
部
、
諸
中
咬
整
部
、
妊
娠
部
、
小
児
生
歯

部
）
、
巻
之
六
（
薬
剤
部
）
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
「
続
内
科
則
」

に
到
っ
て
、
は
じ
め
て
新
宮
凉
庭
の
内
科
講
義
の
全
容
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

「
続
内
科
則
」
は
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
写
本
で
あ
る
が
、
嘉

永
五
年
（
一
八
五
三
の
穗
亭
王
人
記
の
「
西
洋
学
家
訳
述
目

録
」
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
日
本
医
学
文
化
保
存
会
編
の

「
医
学
古
書
目
録
」
（
昭
五
二
に
は
、
富
士
川
本
（
京
大
）
と

田
口
本
（
忍
城
南
文
庫
）
が
の
っ
て
い
る
が
、
田
口
本
は
巻
之

三
ま
で
し
か
な
く
不
完
全
本
で
あ
る
。

な
お
「
続
内
科
則
」
の
本
文
頭
書
き
は
、

丹
後
小
民
新
宮
碩
凉
庭
抄
訳

門
人
宍
戸
延
大
齢
筆
記

芸
州
吉
村
悦
子
迪

と
な
っ
て
お
り
、

原
本
名
の
記
入
は
な
い
。

新
宮
凉
庭
の
内
科
講
義
の
全
容
を
知
る
に
は
、
「
続
内
科
則
」

が
不
可
欠
で
あ
る
点
を
強
調
し
た
。


